
9.多 年生雑車「ホタル イ」の生態と防除について

1.課 題の■l‐,★

水間における除革剤は年 々その利用度が増加 し、水LB雑草防除は極めて間易な1年業 となっ

た。 しかも鱗楓移凝松培を大 なく前f生させ4語作の生産性向上に集 した役割は極めて大 きいっ

L′力1と″最近↓煮法Ⅲ沖|ケ)みによる除草法は、除車剤の選衣性 と示捕の浮i在戒若技村の変化

`ロ ータリー糾の普及、代かきダ)十打易化、中報の雄止、 フ エノキシネ珠草1刊の減少 )な どが

輩な って、水日の発生雑車の車横が変 ってきてお り、所謂多年生荘車の発生が 目立 ら、ホタ

ルイ、 ミ ヅガヤツリ、オモダカ様、 ウタカワ等の防除が緊急の間壇 となっている。

本とキにおいては、ホタルイの発生が高性を占めてお り、このホタルイの生態 と防挨につい

て検討 してきた,オ だ不明の点も沈)るが一ti?)戒1方|が得 られたので、その税察について参考

に供する。

2.成 果の内容

11)ホ タルイの先生地帯 と現行法単体系

寒冷地における必要除草期間は普通移植で40ド 、雑誌移ⅢⅢでは 55日 とみなされてお

り、現在の球車制によろ所、申は初期 と中期との体系処理が始んとである。 しかも大部分は

ノヒユち、マツパイ、その他の 1年 生i荘草を対象 とした坊、事対のみのiホ卓が大百る分である.

以上か ら初期除草剤による競令荘車の械夕により水田雑単車後の変だがみ られ る (炎1)

しかも
:械

稗税F者技術の変化 も加わり、ホタルイを始めとする多年生荘Hの 名生が 'i立っ

‐
Cき ている。中でもホデルイは最も発生が多い。ボメルイのオ布は県下一円であ り、黒南

地中でその発生か多い (束 2)。

121 ホタルイの発生消長

ホクルイク)発生生態については未だ不明の点も多いが、本単のネ″ル イは分翔学上イア

ホタルイが大部分であるとみ られ る。

ホメルイの発生は、本県で'tt子 たすL/4P A■1んどで越冬株か ら!よ諄めて少ないら

G 駈 干か らの発生

ホタルイの体IR覚,性について|よ、低提、純1官が関係する者)')のようであるが★だ"]ら

力・でない、

Fi〔ⅢI党選 したtす は代か 去牧「)i」平'すス競で lⅢ Ⅲ`ャ

ー般 11,キの自然lr生でもⅢl代1キヤ11に,て
',t半が先生 L″、

い)、 すじ生確1明は 5月 末～ 1岸l Liャ|″ぐⅢある。

'ウ メトイの先生li洋度は柄めてi丈く持んどl御 ナ'内えりt

以上 の もの もあ り、 俺子沫践
:の

ポい ものは中と をli生
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1luo位 で“t,,をする (表 ち)3
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ltl'て主,■(共 3)、 1布に1御:

じ生f「のrtォしもみられないるの



のようである。

A芽 当初は極めて細めの初生棄が出る。その後肉質の厚めの統'L夕業が 3ヽ 今葉互告 ヒタ

て円柱状の花基をつける。また繰'レ乗の業族か らも花基が油出する。発生符ば、栄養条

キなどにもよるが、一控載培ではじ～ 25本 の花茎を描とi接生 し生育に監 となる。草丈

もうt解 前後となり、 と きには 80御 以_とにも連する (装 ら、 7)。

7‐ャち局に花茎の環韓近 くに 1-セ71傾の小相を若生する。小憩ヽ予鵡色岬形で、長 さ

10綿 前後で戒熟につれて淡鶴色となり、中に黒鵜色の阪英果を 」小憩当 り20数 社載

し、1葛体当り750粒 前後の多量の粒子をつける (表 6、 7)。

地突|よ極めて航純 じ場くX」取 りに際 し地面に落下 し翌年の発生源 となる。

じ 越 冬株か らの発生

雌冬様か らの発生は能子発生のものより早 く、 1040前 後の気温で輸まりはじめか ら

に基 を1議出する。

このホタルイ株の越冬力は成熟期迄の生育&の 多少が掲係深い もののようで、 5月 中

旬発生の1米では 80%も 越冬 しうる。 しか し7～ 8月 と発生の選瀬につれ、越冬株歩合

は低下する。また同一発生株でも躍冬前の上中理没深により深い器越冬歩合が低下する

(困 1)

0 ホ タルイの経草害

ホタルイの発生本数と泳去時期ヤこよる玄太ik最との調係について検討 したところ、ホ

ノルイの群車害は発生密度との剣連があり、密度の高い場合は平 くか ら雑キ章が現われ

るが、稚苗移植我培において田植後 410日迄の間にホタルイを的確 に防験すれ'f、収量

減は認め られず雑車キはおこらない。

0 ホ タルイの防珠

ホタルイの除革剤に対するな続:性は業部|の寵寂にも共なろが、:キして生育が,とる・につ

れて高まり、幼少時1景ど荘い (表 S,っ

f張千発生のホタルイに対 しては、て―シェット50、 ショウrン Mヤ立刊などネタルイ

の発生始対の使用により"tlじ うる。

また初期珠草中|(彬韓前ケ土牢処I軍神1)を刊用 し、ⅢⅢルイを費草 しな くとも、その

生長を抑制する効果が大であれば、ホイメ!イに効労tやな中対I伏Ⅲ拝1(茎葉兼土現先珂:判 )

とのタイ ミングを合わせること!こよって防法が可能である。 この場合の中'現干ボ車神iとし

てスエップ相 、マメット、マメットS卜え、パす ブランお`kびその:t組などぶふrずられ /1ぅ

ただ し、悲冬株か らのホタルイに対 して|よ、パす ダランだよびその提押|を|キ、き跡喩効

果は充分でないぅ

パサ グランお よびそのt苗と対サ)ⅢⅢl'iてくないので、ホ′十トレイの出除をひとり薬☆1の利
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用のみに依存することなく、耕柱拘 (例えば反転耕 )防除法との活用によって必要j技小

麟t度の挨草剤利用によって、より効率的な防僚の体系化が必要である6

3.普 及上の留意点

(1)除 草剤のみによる除車に後拝することなく、村:亀的な防抹法との活用によつ体系化を子|

る〔1とぃ

〔2)使 用する中調除草剤は、その早期使用決界 とホタルイの fl事換界を打 り、体系十ヒにあ々

っ ては、初i明除車剤の持花モ性その他を出舞 して初期残単斉‖を選択 じ社合わせ 小IJ

(3)使 用する除草痢の特性を知 り、そ力,ぞれの使用上の注意をまもろっ

4.試 験成′績の“出!夢   '

11 ,  試験謀庭 名

ホタルイの生態 と防除について

(2)試 験年決および場所

昭和 48～ 50年  県 南分
'場

t3)主 要茂来の具体的データー

表 1 雑 草革在の変革 (MO散 布Iち
｀
)■1 ガヽ,比率 持 )
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妄 2 多 年生雑車の発生面積 (岩手県 )

表 3 播 種劇 と出芽
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麦 5 ホ タルイの発生深度
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図 1 榎 土探 とホグルイ株の越冬力
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表 8 ホ タルイの生育時期別
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図 2 ホ グルイの除去時期 と収量
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除車効果 (無淡革対比%)
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表9 各 種除革劇の体系試験 (1牲南 )

マーシェト

う.0

マメ ット

4.残 された計1題点

tl)ホ グルイの紅1別分布の発生生態

12)株 発生か らの個体生育形態の把握

(3)ホ タルイ種子の休眠性

5 参  考

房ll駿車乱 水 稲 調 査

対期 鞍
( % )

Iじl_3

105

107

108

105
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